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沖縄自動車道のり面の植生

仲田栄

(沖縄国際大学南島文化研究所）

EijiNAKADA：TheslopevegetationofOkinawaExplcssway

Ｉはじめに 体どのような植物群落群から構成され，またそれらの

群落間にはどんな相互関係が存在するのか，という点

である。

沖縄自動車道のり面の植生に関しては，これまでに

諸見里（１９７６，１９７８）および諸見里ら（１９８１）に

よる植生区分，遷移と動態についての調査研究がある。

本報は，沖縄自動車道のり面の植生区分と植生遷移

の系列について，植物社会学的方法で解析を試みた研

究結果の大要である。

般後に，本調査研究の機会を与えて下さった日本道

路公団沖縄建設所の関係各位と現地調査において，い

ろいろ便宜を計っていただいた沖縄道路サービス社の

長浜真貞課長，同安里幸雄課長補佐に対し心から感謝

を申し上げます｡また､資料の整理にあたっては，琉球

大学大学院生森田猛氏に協力してもらった。特記して，

謝意を表する。

高低差のある地形上に道路を建設すると，必然的に

地形を切り開き，盛土をして裸地の人工斜liliが生ずる。

のり[、とは，この人工斜面のことであり〆切取のり面

と盛土のり１面iに区分される。新しいのりlHiは裸地斜面

のため，雨水や表面水などによって浸食や崩壊が生じ

易すぐ危険である。したがって，このような自然営力

からのり面を保護するために，人為的に急速緑化（種

子吹付など）という植生工法（他に構造物による保護

工法もある）が実施されている。急速緑化工法は，外

来草種を用いて，短期間にのり面被覆を完成させる，

という利点がある。

降雨強度の大きい雨が年間を通じてみられる沖縄県

では，新生裸地のり面を雨水や表面水の浸食から如何

にして保護するかは，他府県と比較しても重要課題で

ある，と考えられる。また，裸地のり面の保護は自然

環境の保護と保全の観点からも重要な問題だと言える

であろう。ところで，この課題に示唆を』jえる事例と

しては，急速緑化工法を実施して成功した沖縄自動車

道のりlhiの植生が挙げられるであろう。

名謹市・許田ＩＣから石)''11j・石川ＩＣまでの26.1

Kmに及ぶ沖縄自動車道は，１９７２年から供用開始され

た沖縄県唯一の有料道路で，今年，８ｲ1ﾐ目を迎える。

同自動車道のり１ｍでは，急速緑化工法の種子吹付で発

生した外来草種の一次植生（導入植生）が，極く一部

の場所を除き，ほとんど全のり面において同道路周辺

から侵入してきた二次植生（侵入植生）に置換されて

いる。ここで特に興味を引くのは，一次植生から二次

植生への遷移期間が８年以内というタイムスケールで

ほぼ達成されていることと，それにこの二次植生が一

Ⅱ調査地と方法

１．調査地の概観

沖縄自動車道（図１，２）は行政区分上，石川市・金

武町・宜野座村・名謹市の２市１町１村にまたがる。

各行政区域での通過路離は，金武町で１１８Km,宜野座

村で８Km，名護市で５Km，石)''11丁で１２Kmになってい

る（Ｈ本道路公団沖縄建設所１９７５）。

沖縄自動車道は，低山性山地の恩納岳（３６３ｍ）・

丘陵性山地の石川岳（２０４ｍ）・屋嘉岳（２００ｍ）・

漢那岳（２３３ｍ）・古知屋岳（２０４ｍ）・ガラマン

岳（２５４ｍ）の峰々を西に，そして太平洋を東に望み，

小起伏量の多い中位台地の地形上に建設されている

（図２）。

沖縄自動車道の地質は，結晶片岩類・粘板岩・千枚
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る那覇累層を基盤にしている（道路緑化保全協会

１９７４）。

沖縄自動車道の気候については，区間距離が最も長

い金武町の気象資料（表１）を参考にする。同町の年

平均気温は22.9℃，平均年降水量は１９５７．０ｍである。

月平均気温が20℃を越える月が４月から11月までの８

ヶ月間である。その間の平均気温は257℃を示す。こ

れに対して，１２月から３月までの４ヶ月間の平均気温

は17L５℃である。これから高温期と低温期の気節差が

認められる。降水量は，３月と５月から９月までの６

ヶ月間に多く，その平均は２００６ｍである。１０月から

２月までと４月の６ヶ月間の降水量の平均は１２５６ｍ

であるが，とくに11月，１２月と１月の月平均降水量は

少なく１１９２mm以下である。こうしたことから，金武

町は亜熱帯性湿潤気候帯に属していると言える。
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図２沖縄自動車道（点線）と周辺域の概観

表１金武町の気候 (琉球気象台）

菫睾、且 統計年次

1９１０－２５

１９１１－３５

平均気温(℃）

降水量(､'）

平均最高気温

平均最低気温

1９３６－４０

１９３６－４０１８
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沖縄自動車道に隣接する森林および草地植生には，

道路緑化保全協会（１９７４）によると，イタジイータ

カワラビ群落，リュウキュウマツーコシダ群落，スス

キ群落，リュウキュウチクーオオマツバシバ群落が知

られている。イタジイータカワラビ群落は上り車線で

宜野座ＩＣを通過してから海側と山側に広く分布して

いる自然植生である。リュウキュウマツーコシダ群落

は上下車線のどこでも普通に見られる。同群落はイタ

ジイ林の代償植生であろう。ススキ群落は恩納岳から

金武町喜瀬原に至る米海兵隊の実弾射撃演習場内で広

く分布する代償植生である。リュウキュウチクーオオ

マッバシバ群落は石川ＩＣと金武ＩＣの間の上下車線

に生育している。

群度とは調査地内に個々の植物種がどのような配分

で生育しているのかの測度で量には関係がない。次の

５尺度で示された。

５：ある植物が調査地内にカーペット状に一面に生

育している。

４：大きな斑紋状。

３：小郡の斑紋状。

２：小群状。

１：単生。

（２）群落区分

現地で得られた植生調査資料は，群落の形態を考慮

に入れて，ほぼ同質の植分ごとに群落組成表にまとめ

られた。群落区分は組成表作業過程（MueUer-Do-

boisandEllenbergl974）によって行なわれた。

（３）植生遷移の判定

植生遷移の系列の判定にあたっては，調査対象群落

とその隣接群落とについて，次の８項目が記録された。

隣接群落の単位名・群落構造・群落の種組成・構成種

の活力度・群落の相（先駆相・造成相・成熟相・哀退

相）・群落の更新（種子更新・栄養体更新）・人為的

干渉の強弱・土壌の乾湿

なお，植物の和名は初島（１９７２）によった。

２．調査方法

（１）現地調査

植生調査は１９８３年８月と９月に沖縄自動車道のり

面（保護路肩も含む）に生育するすべての一次植生と

二次植生を対象にして植物社会学的方法で行った。

調査対象の１Ｍの植分は，均質な相観をなし，均一

と判定できる条件下で選ばれた。調査面積は群落の形

態と広がりに相応して，最小面積以上になるように考

慮し，次のように設けた。

低木群落：１０～１５０㎡

草本群落：２～７５㎡

調査面積内の全出現種については，階層毎に種の目

録を作成した。群落の階層は植分の葉群層の分化に対

応した高さで区分した。さらに，各階属毎に出現する

植物種の被度および群度は全推定法（Braun-Blan-

quetl976）に従った。

被度とは調査面積内に出現する個々の植物種の占有

面積と調査面積との比率である。これは量と数が組み

合わされて，次の７尺度で示された。

い被度が調査面積の号以上を占めているもの。
４:被度が調査面積の合~牙を占めているもの。
３:被度が調査面積の士~とを占めているもの。
２：個体数が多いか，または少なくとも調査面積の

命~士を占めているもの。
１：個体数は多数であるが被度が低いか，または個

体数は少ないが被度が高いもの。

＋：低い被度で，わずかな個体数。

ｒ：きわめてまれに最小被度で出現するもの。

Ⅲ調査結果および考察

１．植物群落

沖縄自動車道のり面から得られた144点の植生調査

資料は，テーブル処理法（MueUer-Donboisand

Ellenbergl974）によって表操作を行なった結果，

次の15群落と34下位単位が明らかになった。

さらに，これらの15群落は一次植生と二次植生とに

まとめて記載された。

（１）一次植生（導入植生）

１）草本群落

①ギネアキビ群落（表２）

ギネアキビ群落は単層の多年生草本群落である。群

落高は１２０ｍ，植被率は95％でよく繁茂している。出

現種は９種を数え，イネ科のギネアキビが優占する。

同群落はＫＰ７．７（里程標）の切取のり面に小面積

で生育している。

②アメリカハマグルマ群落（表３）

アメリカハマグルマ群落は単層および２層から成る

多年生草本群落である。草本第１層は高さ１３０～２５０
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のチガヤが優占する植分である。

チガヤ群落は刈り込みによって持続し，小面積で分

布している。同群落は管理が停止すれば，ホシダース

スキ群落へ遷移していくものと考えられる。

チガヤ群落は立地条件や遷移の差異によって、

イタチガヤ亜群落・典型亜群落・オオアブラガヤ亜群

落・タチアワユキセンダングサ亜群落に下位区分され

た。

⑥オオアブラガヤ群落（表７）

オオアブラガヤ群落は単層の多年生草本群落である。

群落高は７５ｍ，植被率は９５～100％と密生している。

構成種は６～９種を数え，湿地性で高茎のオオアブラ

ガヤが優占する。

オオアブラガヤ群落は小面積で生育し，分布が限定

されている。

⑦ホラシノブーコシダ群落（表８）

ホラシノブーコシダ群落は単層の多年生草本群落で

ある。群落高は５０～６５cm，植被率は９５～１００％で

高い植被を示している。出現種は１０～１５種を数える。

ホラシノブーコシダ群落は向陽地に生育し，コシダ・

ホラシノブ・ミズスギ・ノボタンによって区分される。

ホラシノブーコシダ群落は硬岩の切取りのり面に小

面積で生育し，分布域は狭い。

③タチスズメノヒエーオガサワラスズメノヒ

エ群落（表９）

タチスズメノヒエーオガサワラスズメノヒエ群落は

単層の多年生草本群落である。群落高は１００～１２０cm、

植被率は８０～９０％と比較的繁茂している。構成種は

１１～12種を数える。

タチスズメ／ヒエーオガサワラスズメノヒエ群落は，

タチスズメノヒエ・オガサワラスズメノヒエ・ギョウ

ギシバの出現によって区分される。

タチスズメ／ヒエーオカサワラスズメノヒエ群落は

やや湿った立地を好み，分njは限られている。

⑨パラグラス群落（表10）

パラグラス群落は単層の多年生草本群落である。群

落高は140～145ｍ，植被率は１００％でカーペット状

に生育している。出現種は３種を数え，極端に少ない。

同群落はイネ科の飼甸型のパラグラスの優占する植

分である。

パラグラス群落は小面積で生育し，分布域も限定さ

れている。

表２ギネアキビ群落

”，植被率は10～30％で疎生している。草本第２層は

高さ30～１００ｍ，植被率は５０～１００％と平均的に高

い。出現種は１～10種で，植分により差が著しい。

同群落はキク科の飼旬性のアメリカハマグルマの優

占する植分で，切取のり面に小面積で広く生育してい

る。

③ローズグラス群落（表４）

ローズグラス群落は単層の多年生草本群落である。

群落高は７５～１００ｍ，植被率は８０～100％で密生し

ている。構成種は４～12種を数え，イネ科の葡旬型の

ローズグラスが優占する植分である。

ローズグラス群落は侵入群落に置換されて生育面積

も小さい。

同群落は遷移の段階を反映して，典型亜群落・ギン

ネム亜群落・ススキ亜群落の３亜群落に区分された。

④コウライシバーチガヤ群落（表５）

コウライシバーチガヤ群落は単層の多年生草本群落

である。群落高は２５～８０ｍ，植被率は８０～１００％

を示し，よく茂っている。出現種は３～12種と少ない。

コウライシバーチガヤ群落は定期的に草刈りの実施

される保護路肩で生育する。同群落は管理が停止した

ならば，早晩チガヤ群落に移行していく。

コウライシバーチガヤ群落は立地条件の差異によっ

て，典型亜群落・アメリカスズメノヒエ亜群落・アメ

リカハマグルマ亜群落・ハイクサネム亜群落・ローズ

亜群落に下位区分された。

（２）二次植生（侵入植生）

１）＿草本群落

⑤チガヤ群落（表６）

チガヤ群落は単層の多年生草本群落である。群落高

は３５～９５ｍ，植被率は７０～１００％で比較的密生し

ている。出現種は３～14種と少なく，イネ科の直立型

調査地番号，ＥＮ２２３；調査年月日，1983年９月10日；

車線名，上り；のり面の段位，Ｉ；調査地点，ＫＰ７７；

のり面地形，切土；方位，S55oE；傾斜，３５゜；面積，

３×６㎡；調査者，仲田栄二

群落高，l20c1m；植被率，９５％；出現種数，９種

ギネアキビ（5.5） ススキ（1.1） ， ツルソバ（２．３）

アメリカハマグルマ（十・2），ローズグラス（+･2）

メドハギ（＋)，オニタビラコ（＋･２）

アキノノゲシ（＋） ，

，

，

コブナグサ（＋），

，
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表1０パラグラス群落

通し番号 １２

調査地番号（ＥＮ－）

ｐ
９

１
５
４
下
り
１
Ｋ
Ⅲ

ｐ
９

１
５
５
下
り
１
Ｋ
４
１

車線名

のり面の段位

調査地点

５
０

切
土
Ｎ
鍋
２
×
３
４
０
３

１
１

のり面地形

０
０

切
土
Ｎ
弱
３
×
４
４
０
３

１
１

位
斜
積

方
傾
面 （。）

(ｍ×、）

群落高

値被率

出現種数

ｊ
ｊ

ｍ
影

く
く

群落区分種

パラグラス

ノアサガ゛オ

随伴種

ナワシロイチゴ

タチアワユキセンダングサ

1戸iｊ
１１

２．３●

＋。

調査年月日（１９８３年），ＥＮ１５４，ＥＮ１５５，９月６日

調査者，仲田栄二

疎開している。草本第２層は高さ７０～９０ｍ，植被率

95～１００％で密生している。出現種は４～１０種を数

える。

タチアワユキセンダングサ群落は立地条件と遷移の

段階を反映して，ローズグラス亜群落・ノアサガオ亜

群落・典型亜群落に区分された。さらにノアサガオ

亜群落は典型変群落。タイワンクズ変群落・ギンネム

変群落に下位区分された。

タチアワユキセンダングサ群落はキク科で分枝性の

タチアワユキセンダングサが優占する植分で，分布域

は限定されている。

⑩タイワンクズ群落（表11）

ワンクズ群落はツル性の多年生草本群落である。

は１１０～200ｍ、植被率は１００％で密生してい

タイワンクズ群落はツル性の多年生草本群落である

群落高は１１０～200ｍ，植被率は１００％で密生してい

る。構成種は４～９種を数える。

タイワンクズ群落はマメ科のタイワンクズの優占す

る植分である。同群落は遷移の段階により，典型亜群

落・ギンネム亜群落に下位区分された。

タイワンクズ群落はホシダーススキ群落を駆遂して

生育面積を拡大させている。

⑪タチアワユキセンダングサ群落（表12）

タチアワユキセンダングサ群落は２層構造の多年生

群落である。草本第１層は高さ１６０ｍ，植被率10％と
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また，一部の植分はギンネム群落とタイワンクズ群落

に置換されている。

２）低木群落

⑬ギンネム群落（表14）

ギンネム群落は２層構造の低木群落である。低木層

は高さ２～４ｍ，植被率は９０～１００％と密生してい

る。出現種は４～15種を数え，比較的少ない。

ギンネム群落はマメ科で直立性のギンネムの優占す

る植分である。同群落は遷移の段階により，ノアサガ

オ亜群落・ススキ亜群落に区分された。さらに，スス

キ亜群落はタチアワユキセンダングサ変群落・典型変

群落・ローズグラス変群落に下位区分された。

ギンネム群落は主として，ホシダーススキ群落から

の移行が多く，年々生育面積を拡大している。

⑫ホシダーススキ群落（表13）

ホシダーススキ群落は３層から成る多年生草本群落

である。草本第１層は高さ１３０～３００cm，植被率は５

～100％で植分間の差が大きい。草本第２層は高さ

250ｍ，植被率は90％とよく茂っている。草本第３層

は高さ４５～１８０ｍ，植被率５～１００％を示し,植分間

の疎密が著しい。出現種は３～20種を数える。

ホシダーススキ群落はシダ植物のホシダとイネ科で

高茎のススキによって識別される植分である。同群落

は立地条件と遷移の段階により，典型亜群落・タイワ

ンクズ亜群落・ギンネム亜群落・チガヤ亜群落に区分

された。さらに，チガヤ亜群落は典型変群落・ホラシ

ノブ変群落に下位区分された。

ホシダーススキ群落は全域に大面積をなして分布し，

漸次ノポタンーリュウキュウマツ群落に移行している。

表１５．アカメガシワ群落

煎線名，下り；のり面の段位，－２；調査地点，

３０；面積(ｍ×、），５×８

iil1IilijrIMF号．ＥＮ２２９；調査年)]日，１９８３〈|;９月１０日；

l〈｢〕５１；のり而形，嚇土；方位Ｓ８０ｏＥ；価斜（。），

ﾙﾉil断苦，（'|'ｍ栄二

IMJ71の高さ（３５ｍ），栖被率（９()％），

革水屑の高さ（０８ｍ），植被率（１０％），

出現減数（９稀）

アカメガシワ（Ｓ，５．５，１１１．２），イルカンダ（Ｓ，２．３，Ｈ，＋･２），ノボタン（Ｓ，１．２，Ｈ＋）

ススキ（５，１．２，Ｈ，＋），ホシダ（Ｈ，＋･２〕，キンギンソウ（Ｈ，＋），カニクサ（Ｈ＋），

ホラシノブ（}１，＋），オオアブラガヤ（Ｈ，＋）

⑭アカメガシワ群落（表15）

アカメガシワ群落は低木層と草本層から成る低木群

落である。低木層は高さ３５ｍ，植被率は90％を示し，

よく生い茂っている。草本層は高さ０８ｍ，植被率は

10％と貧弱である。出現種は９種を数える。

アカメガシワ群落はトウダイグサ科で直立性のアカ

メガシワが優占する植分である。同群落はホシダース

スキ群落から移行してきたもので，今のところ小面積

での分布にとどまる。

⑮ノポタンーリュウキュウマツ群落（表16）

ノポタンーリュウキュウマツ群落は低木層と草本層

から成る低木群落である。低木層は高さ１５～４ｍ，

植被率は３０～９０％を示し，植分間の変化が著しい。

草本層は高さ０４～１９ｍ，植被率が７～１００％で疎

密している。出現種は９～28種を数える。

ノポタンーリュウキュウマツ群落は遷移の段階によ

り，アメリカスズメノヒエ亜群落・典型亜群落・コバ

ナヒメハギ亜群落に区分された。さらに，コバナヒメ

ハギ亜群落は典型変群落・アキノキリンソウ変群落に

下位区分された。

ノポタンーリュウキュウマツ群落は，リュウキュウ

マツ・ホラシノブ・ノポタン・ミズスギ・コシダ・イ

ジュによって識別される。同群落はホシダーススキ群

落から遷移してきたもので，広域に大面積で分布して

いる。

２．のり面植生の遷移

ある場所の生物集団の種組成が時間の経過とともに

変化する現象を遷移と呼ぶ（田Ⅱ’１９８２）。また，田

川（１９８２）によると，植物群落の遷移は，気候の変
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化や外力が作用しなくても起こるので自律遷移という。

自律遷移の植物群落は，時間の経過と人為的干渉によ

って遷移の段階と方向が決定される。沖縄自動車道の

り面に生育する一次植生と二次植生から得られた15群

落は，遷移の方向から次の３種類の遷移系列に区分さ

れた。

（１）進行遷移

進行遷移とは，植物群落がある一定の終局群落にむ

かって遷移を続けていく場合をいう。つまり，１５群落

のうち，ギネアキビ群落・ローズグラス群落の一次植

生のチガヤ群落・ホシダーススキ群落・タチスズメノ

ヒエーオガサワラスズメノヒエ群落・オオアブラガヤ

群落・ホラシノブーコシダ群落・アカメガシワ群落・

ノボタンーリュウキュウマツ群落の二次植生は，一定

の終局群落に向かって進行遷移を行なう。

－次植生のローズグラス群落とギネアキビ群落は二

次植生へスムーズに置換が行なわれて，小面積で生育

しているにとどまる。特に，ローズグラス群落はホシ

ダーススキ群落への移行が全体的に見ても早い。チガ

ヤ群落もローズグラス群落からの置換は予想以上に早

く行なわれている。また，チガヤ群落のホシダースス

キ群落への移行は順調に進行している。ノポタンーリ

ュウキュウマツ群落は主にホシダーススキ群落から遷

移している。ノポタンーリュウキュウマツ群落とホシ

ダーススキ群落の持続期間は比較的長いものと思われ

る。オオアブラガヤ群落とタチスズメノヒエーオガサ

ワラスズメノヒエ群落の生育環境が多少湿っているの

で，遷移はやや遅くなっている。ホラシノブーコシダ

群落は岩盤の硬い切取りのり面に生育し，遷移の進行

が比較的緩‘慢である。

（２）退行遷移

退行遷移とは，進行遷移とは逆に植物群落がある一

定の群落から後退する場合をいう。

コウライジバーチガヤ群落は退行遷行で持続してい

る。つまり，同群落は定期的な草刈りが実施されてい

るために，チガヤ群落への移行が停止させられている。

言い換えれば，コウライシバーチガヤ群落は草刈りを

停止すれば直ちにチガヤ群落へ進行遷移して行く。

（３）偏行遷移

偏行遷移とは，進行遷移の方向から外れる遷移のこ

とである。つまり，－次植生のアメリカハマグルマ群

落と二次植生のパラグラス群落・タイワンクズ群落．

タチアワユキセンダングサ群落・ギンネム群落の５群

落は偏行遷移に属する。これらの群落は一次植生およ

び二次植生のチガヤ群落とホシダーススキ群落から移

行してきた群落であるが，その後の遷移が期待できな

い，いわゆる長期間にわたって持続群落となる。特に

ギンネム群落とタイワンクズ群落はホシダーススキ群

落からの置換が早く，年々生育面積を拡大している。

これまで述べたことを模式化すると図３のように表

示することができる。

まとめ

１．本調査は沖縄自動車道のり面植生の分類と遷移

系列を明らかにする目的で行なった。

2．植生調査はチューリッヒ・モリペリエー学派の

植物社会学的方法で行なった。

3．沖縄自動車道のり面植生から144点の植生調査

が得られた。この資料をチューリッヒ・モンペリ

エー学派のテーブル処理法で表操作を行なった結

果，次の植生単位が明らかになった。

（１）一次植生（導入植生）

１）草本群落

①ギネアキビ群落

②アメリカハマグルマ群落

③ローズグラス群落

典型亜群落

ギンネム亜群落

ススキ亜群落

④コウライシバーチガヤ群落

典型亜群落

アメリカスズメノヒエ亜群落

ハイクサネム亜群落

ローズグラス亜群落

（２）二次植生（侵入植生）

１）草本群落

⑤チガヤ群落

オオアブラガヤ亜群落

典型亜群落

イタチガヤ亜群落

タチアワユキセンダングサ亜群落

⑥オオアブラガヤ群落

⑦ホラシノブーコシダ群落

Ⅳ
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⑧タチスズメノヒエーオガサワラスズメノヒ

エ群落

⑨パラグラス群落

⑩タイワンクズ群落

典型亜群落

ギンネム亜群落

⑪タチアワユキセンダングサ群落

ローズグラス亜群落

典型亜群落

ノアサガオ亜群落

典型変群落

タイワンクズ変群落

ギンネム変群落

⑫ホシダーススキ群落

典型亜群落

タイワンクズ亜群落

ギンネム亜群落

チガヤ亜群落

典型変群落

ホラシノブ変群落

２）低木群落

⑬ギンネム群落

ノアサガオ亜群落

ススキ亜群落

タチアワユキセンダングサ変群落

典型変群落

ローズグラス変群落

⑭アカメガシワ群落

⑮ノボタンーリュウキュウマツ群落

アメリカスズメノヒエ亜群落

典型亜群落

コバナヒメハギ亜群落

典型変群落

アキノキリンソウ変群落

４－次植生から二次植生への遷移は，アメリカハ

マグルマ群落を除き，スムーズに進行している。二次

植生相互間の遷移は退行遷移のコウライシバーチガヤ

群落と偏行遷移のギンネム群落・パラグラス群落・タ

イワンクズ群落・タチアワユキセンダングサ群落を除

き，比較的|順調に置換されている。
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表３アメリカハマグルマ群落

通し番号

調査番号（ＥＮ－）

３４５６７８９１０１１１２１３１４

１１５４１１１７１９２６

５１０２２２１２３５５７

０２９８３２４

下上下下下下上上下上下上
りりりりりりりりりりりり

１１１１１１１１１１１ｌ

ＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＫｐＢＡ

１３．６１８．７２１．４１８７１０．２１０２１８８２０２１１.３２３．９２２０５００

切切切切切切切切切切切切
土士土士士士士士士士士土

ＮＳＮＮＮＮＳＳＮＳＮ
７０．２０．１０．２０．１０．１０°３０．１５．１０゜６０．２０゜Ｓ
ＷＷＥＥＷＷＷＥＷＥＷ

２５３５１５３０４０３０３０３０２５３５３４３０
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××××××××××××
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●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●

４０８０３５３０６０３０４０８０５５４０５５４０

９５１００１００１００１００９５１００１００１００５０９５１００

３４４４５５５６６７８１０

１
’
１
９
６
上
り
１
Ｋ
週
ｐ
５

２
’
２
３
８
上
り
ｌ
Ｋ
４
ｐ
８

車線名

のり面の段位

調査地点

◎

切
土
Ｓ
旧
Ｅ
釦
２
×
３

切
士のり面地形

方位
Ｅ

斜（。）

積（ｍ×、）

傾
面

０
６
０
０

筋
３
×
６
５
１
０
０
３

１
１
１

草本第１層の高さ（c､）

植被率（形）

草本第２層の高さ（ＣＴＩ）

植被率（％）

出現種数

群落区分種

アメリカハマグルマＨ２

随伴種

ススキＨ１

Ｈ２

メド，、ギＨ２

タチアワユキ
センダングサＨ２

ギンネムＨ１、

チガヤＨ２

オニタビラコ Ｈ２

ホシダＨ２

リュウキュウマツＨ２

●

●

５０

１００

１

５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５５.５５．５５．５

２．２・ １．１２．２●２．３・・・・・・。●

・・＋･２＋＋･２＋＋＋･２＋●＋･２２．３１．２＋

・。＋･２・＋。●＋＋＋＋＋･２．＋

＋＋＋＋＋●●●●＋●●●●

●±●●●＋●●●±●＋●●

。。●１．２・・●．●●●＋･２＋＋

●●●●●＋●●●●＋●●●

●●●●●●●●●●＋●●＋

●●●●●●●●●●●● １．２＋

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）１２８，ケンタッキーグラス（＋），アキノノゲシ（＋）；ＥＮ９５，

コバナヒメハギ（＋）；ＥＮ２５４，トキワギョリュウ（１．２），ロースグラス（＋・２），オオアレチノギク(＋）
オカルカヤ（＋）；ＥＮ６７，オカサワラスズメノヒエ（＋・２），タチスズメノヒエ（＋ルノポタン（＋），
クグ（＋），ハイキビ（＋）
調査年月日（１９８３年），ＥＮ５０，ＥＮ４２，８月27日；ＥＮ７２，ＥＮ６７，８月30日；ＥＮ９５，８月３１日；
ＥＮ１１３ＥＮ１１２，９月３日；ＥＮ１３２，ＥＮ１２９，ＥＮ１２８，９月５日；ＥＮ１５０，９月６日；
ＥＮ１９６，９月８日；ＥＮ２３８，９月16日；ＥＮ２５４，９月１９日，
調査者，仲田栄二



沖縄農業第20巻第１．２併号（１９８５年）1６

表４ローズグラス群落

典型亜群落（１，２） ギンネム亜群落（３～５）ススキ亜群落（６～８）

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

２

８
’
１
５
１
下
り
刊
町
川
一
盛
土
Ｓ
ｍ
Ｅ
弱
３
×
６
９
０
１

１
’
１
５
３
下
り
１
Ｋ
ｕ
ｐ
９

３
’
１
８
４
上
り
１
町
川
一
切
士
Ｓ
ザ
Ｅ
妬
３
×
４
布
別
６

４
’
１
９
２
上
り
１
町
Ⅲ
一
切
士
Ｓ
肝
Ｅ
妬
２
×
３
８
０
８

５
０

１

５
’
１
８
５
上
り

６
’
１
８
６
上
り
１
町
川
一
切
士
Ｓ
ザ
Ｅ
別
３
×
４
９
０
３

０
０

１

７
’
１
７
８
下
り
１
町
Ｍ
一
切
士
Ｓ
び
Ｅ
２
３
×
４
０
０
７

０
０

１
１

９
１
上
り
１
町
Ⅲ
一
切
士
Ｓ
ザ
Ｗ
別
２
×
４
９
０
６

０
０

１

車線名

のり面の段位

調査地点

恥
剛
一
切
土
平
畑

のり面地形
切
土

位方
Ｎ

傾
面

斜
積

（。）

(ｍ×、）

０
０

釦
３
×
５
０
０
４

１
１

●

０
０

３
×
４
０
０
８

１
１

群落高

植被率

出現種数

群落区分種

ローズグラス

亜群落区分種

ギンネム

ススキ

アキノノゲシ

チガヤ

随伴種

タチアワユキセンダングサ

ノアサガオ

メドハギ

タチスズメノヒエ

タイヮンクズ

オニタビラコ

リュウキュウポタンズル

ｊ
ｊ

ｍ
％

く
く

５．５５．５２．３５．５５．５５．５５．５５．５

－
２

２

・
’
や
＋
←

。
’
＋
＋
＋

・
一
十
・
・

・
‐
１
１
１
１
－
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
２

２

一
●
一
●
●
●

一
十
一

十

》
＋
｜
●
・
・

・
２
－

。
●
●
●
●

一
十
一

一
Ｉ
０
１
０
Ｊ

●
●
●
●

●
●
●
●

２
２

ル
＋
山
。
。
＋
・

２
５

や
小
十
・

１．２

●

＋･２

＋

１．２

＋

●

２
２
２

●
●
●
●

＋
２
＋

十．２●

＋＋･２

● ＋

●●

●●

●●

●●

２
２

＋
や
。
・
・
・

＋

＋
凋
側
＋
・
・
＋

●●

●●

1.2。●

出現１回の種，調査地番号（ＥＭ１８４，ギネアキビ（＋･2）；ＥＮ１９２，ホウキギク（＋）；ＥＮ１８５，
コウライシバ（１．２）；ＥＮ１５１，ケンタッキーグラス（＋），ヒデリコ（＋），

調査年月日（１９８３年），ＥＮ１５１，１５３，９月６日；ＥＮ１８４，１８５，１８６，１８７，１９１，１９２，９月８日，
調査者，仲田栄二

注，ＥＮ１８５は路肩（保護）



仲田：沖縄自動車道のり面の植生 1７

コウライシバーチガヤ群落

典型亜群落（１～12）アメリカスズメノヒエ（１３）アメリカハマグルマ亜群落（14～16）

ハイクサネム亜群落（17～19）ローズグラス亜群落（20,21）

表５

。』 IｌＬ

盛
土
叩
×
２
３
８
７

５
０

切盛
土土

切切
土土

０
０
０

切
土
ｌ
ｘ
４
６
０
１

１

切切
土土

切
土

０
０

切
土
２
×
４
５
９
８

切切
土土

１．５２
××

３５

３５５０

９０１００

８８

切
土

切
土
ｌ
ｘ
３
別
卯
い

１

切
土
服
ｘ
２
６
０
６

０
０

１ihiijjJ仙恂'1１
盛
土

切
土
ｌ
ｘ
３
釦
別
８

０
５

切
土
２
×
４
３
９
９

５
０
ｌ

切
土
２
ｘ
４
３
０
ｌ

ｌ

切
土

×

４

２５

８０

５

×

４

２０

８０

８

ｘ
３
釦
卯
８

Ｆ
Ｄ
（
Ｕ

ｘ
Ａ
４
４
４
ｎ
Ｕ
Ｒ
〉

○
１

×

４

４０

９０

８

×

４

３５

１００

１２

×

４

３０

１００

４

５
０

ｘ
３
３
９
６

５
０

×
３
４
０
８

１

群落区分種

コゥライシバ

亜群落区分種

アメリカスズメノヒエ

アメリカハマグルマ

ハイクサネム

ローズグラス

随伴種

チガマ

メドハギ

タチアワユキセンダングサ

オニタピラコ

アキノノゲシ

タチスズメノヒエ

オガルカヤ

ギンネム

ホシダ

ハマスゲ・

ススキ

オオアレチノギク

アイダクグ

コバナヒメハギ

カタバミ

クロバナッルアズキ

シマニシキソウ

ヒデリコ

イガクサ

５．５４．５４．５３．４４．５４．５３．４３．４３．４４．５５．５５．５２．３３．４１．２２．３１．２２．３１．２２．３２．３

「-－－０

１３．４１．・・．．．。。
￣￣￣－Ｆ－－－－￣￣￣１

・１２．３１．２＋１．．．・・
’－－－－－－－－－ゴー〒－－－－－－－－－１

．．・・１２．２２．３５．５１．・
し－－－－－－－－－－０－Ｆ－－－－－つ

．。・・・＋･２．’2．３３．４１
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

、
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

１．２３．４＋･２２．３１．２３．４４．５４．５５．５３．４３．４２．３２．３２．３５．５４．５５．５３．４１．２５．５＋

＋･２十・２１．２＋･２２．３１．２２．３１．２１．２３．４１．２１．２１．２＋＋１．２１．２＋･２＋･２１．２１．２

。＋＋･２．＋＋＋･２＋．＋＋･２．・＋。．＋･２＋･２１．２２．３３．３

。。。。・＋＋＋＋＋・＋．．＋・＋･２＋･２．・・

＋・＋＋＋●●・・＋＋＋●＋・・・・・＋・

．。・＋．．・＋。＋･２＋＋・．．．．・＋。＋

●●●＋・・・・＋・・・・・＋・・・十●＋

。●●●＋＋＋●。。●●●●●＋。●●●●

．．。．。・＋．．＋＋･２＋。．．。・・．。．

．。．１．２。。．．。。。。．。。。．＋･２．。＋･２

。．．。．．．．．．１．］．・十．．．．．．．

●●●●●●●●。●＋●●●●●●●●●＋

．．。。．。。。・・。。．．・＋＋・・・。

．．．。．＋・。．。。＋･２。。．．。。・・。

●●●●。・・・＋・・＋・●●●●・・・・

。．．．．。．。．．＋･２。．。＋･２．。。。．・

・・・・＋・・＋・・・・・・・●。●。●。

。．．．．．。．・＋。。．．。＋・２。．．．．

●●●●●●●●●。●●●・・十・・・・＋

出現１回の種．調査地番号（ＥＮ－）７６，ヒメムカシヨモギ（＋）；ＥＮ２３４，ヤハズソウ（＋），ヨモギ（＋２）；ＥＮ２７１，

コニシキソウ（＋），ハイニシキソウ（１．２）；ＥＮ４４，オキナワカルカヤ（＋）；ＥＮ１２６，ウシノタケダグサ（＋）；ＥＮ４７，

アキノキリンソウ（＋）；ＥＮ２１７，ホウキギク（＋），タイワンススキ（＋）；ＥＮ１７７，タイワンクズ（＋），ノアサガオ（＋）．

ＥＮ１０２，パラグラス(+）

調査年月日（１９８３年）．ＥＮ４７，９６，４４，８月27日；ＥＮ７６，７１，８月30日；ＥＮ９９，１０５，１０９，９月３日；ＥＮ１３７，

１１９，１２６，９月５日；ＥＮ１４８，１６１，１２６，９月６日；ＥＮ１７７，１７４，９月７日；ＥＮ２１７，９月１５日；ＥＮ２３４，２４３，

９月１６日９月１９日

調査者．仲田栄二

注：ＥＮ１１９は宜野座１．Ｃ；ＥＮ２４９は金武１．Ｃ；全調査区は保護路肩
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表６ チガヤ群落

オオアブラガヤ亜群落（１．２）

イタチガヤ亜群落（10～15）

典型亜群落（３～９）

タチアワユキセンダングサ亜群落（16～21）

説
４
’
２
５
９
下
り

６
’
４
９
下
り

７
’
２
０
６
上
り

５ ８ ９１０１１

２１

５９０

２１

上下上
りりり

1２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

５
５
下
り

２
１
８
上
り

２
５
０
上
り

２１

３４

２２

下上
りり

１ｌ

ＫｐＫｐ

７､８１６．６

切切
土土

ＮＳ

６０°３０･
ＷＥ

４０３０

◎

１
４
９
下
り
引
即
趣
盛
土
Ｓ
⑱
Ｅ
卯

◎

１
１
０
上
り
刊
、
岬
盛
土
Ｎ
釦
Ｅ
あ

２
０
７
上
り

５
６２
４
下
り

２
３
下
り

６
５
上
り

下
り

ＤＣＫｐＫｐ

４６０３００２０､９９．２

切切切切
土士士士

．。．Ｓ
５０ｏ
Ｗ

平平・１０
坦坦

３３１．５３
Ｘ×××

６６３３

６０１６０８０９０

１００１００１００１００

５５５７

ＣＫｐ

２６０２

切切
士土

●●

ＫｐＫｐＫｐＫｐＡ

２０４２２､8919.5.48.0

切切切盛切
土士士土土

ＳＳＳＳ・
２５．５０．５．２０．
ＷＥＥＷ

・３５２０２５平
１ｔ’

1.5１１３４
×ｘＸ××

４４３４４

５５９５４５８０５０

１００１００１００１００１００

９１１１１１２１２

ＫｐＫｐＫｐ

９､２１５．８２２１

切切切
土土土

ＳＳＮ
６０．１５．２０゜
ＷＥＷ

８０３０４０平平
旧1日

２３
××

４６

４５６０

９５１００

８１０

面積（ｍｘｍ）

０
０

３
×
３
８
０
６

１

３
ｘ
６
弱
卯
、

1.5
×

５

８５

１００

３

２１１３４１４
×××××Ｘ×
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９５１００１００１００１００１００１００

１６８１０１１１１１２１４

群落高（cnz）

植被率（％）

出現種数

群落区分種

チガヤ

ヒデリコ

メドハギ

亜群落区分種

オオアブラガヤ

イタチガヤ

コシダ

ミズスギ

タチアワユキセンダングサ

オニタビラコ

カニクサ

ローズグラス

アキノノゲシ

随伴種

ススキ

ホシダ

タチスズメノヒエ

コバナヒメハギ

タイワンススキ

イガクサ

シマスズメノヒエ

ノボタン

ギンネム

オガルカヤ

コブナグサ

ハイキビ

ホラシノブ

シナダレスズメガヤ

プッソウゲ

ホウキギク

タカサゴサギソウ

ハイマキエハギ
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１

1.2

ｌ・
・
＋
・
・
・
。
●
。
●
●
●
●
●
＋
●
・
・
・

１

２

氾
・
・
や
。
。
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

＋ ＋
・
・
＋
・
・
・
・
。
。
・
・
・
・
・
＋
・
・
。

＋
●
●
●
・
・
●
●
＋
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

皿
惚
十
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・
・

ｏ
凸
の
△

＋
＋

１．２１．２．

。＋･２＋・２

●●●

＋＋・

＋＋・

＋･２・・

＋＋・

・＋。

●●●

●●●

●●●

●●●

．‐卜・２．

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●●

２・
・
●
。
。
●
●
●
・
＋
。
●
●
●
●
●
●
。
●

１ ２
２

沙
や
。
・
・
・
。
＋
・
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・

●
●
・
・
●
＋
●
●
●
●
●
●
●
＋
●
●
●
●
●

。
。
＋
＋
・
＋
・
・
・
・
＋
＋
・
・
・
・
。
＋
趣

1．１１．２

．＋･２

＋・

＋。

●●

●●

。＋

●●

●●

●●

＋＋

●●

●●

●●

●●

。＋

●●

●●

●●

２
２

２

．
．
＋
・
・
＋
・
・
・
・
・
や
・
・
＋
・
・
。
。 １
＋

。
Ｚ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・

＋

。
Ｂ
＋
・
・
・
・
・
・
ゼ
＋
・
・
・
・
・
・
・
・

、
〃
＠

１
上

・
・
繩
十
・
＋
＋
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
。

２

．
・
や
＋
・
・
＋
・
・
ｏ
・
・
・
・
・
・
・
・

２
●
Ｏ
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１

出現１回の種，調査地番号,（ＥＮ－）２５８，イガカヤツリ（＋），ヤマイ（＋）；ＥＮｌ２３，クグ（＋），コゴメスゲ．（＋），EN252，
リュウキュウネズミノオ（＋）；ＥＮ９，アメリカハマグルマ（１．２）；ＥＮ２１８，オオシンジュガヤ（＋）；ＥＮ１６１，ルビーガ:ヤ（＋)，
アオスゲ（＋）；ＥＮ２５０，コモウセンゴケ（＋･２），リュウキュウマツ（＋）；ＥＮ２３２，オガルカヤ（＋･２）；ＥＮ１４２，
タンキリマメ（＋）；ＥＮ１４９，ホウロクイチゴ（１．１），リュウキュウポタンズル（＋）；ＥＮ１６５，ハイクサネム（＋）；ＥＮ５６，
ヒメムカシヨモギ（＋･２），パラグラス（＋･２）

調査年月日（１９８３年），ＥＮ９，８月25日：ＥＮ56,55,8月30日；ＥＮ１１０．１０１，９月３日；ＥＮ１３５，１２３，９月５日；ＥＮ１４９，
１４２，９月６日；ＥＮ１６５,９月７日；ＥＮ250.252,258,259,9月１９日；ＥＮ２０８，２０７，２０６，９月９日；ＥＮ２３２，２１８，９月１０日；
ＥＮ１２４，９月15日；ＥＮ４９,９月27日
調査者，仲田栄二

注．ＥＮ１２３，１２４，２０７と２０８は宜野座ＬＣ；ＥＮ２５８は許田１．Ｃ；ＥＮ２５２,許田料金所；ＥＮ２５ｑ２５９,金武１Ｃ；ＥＮ９,伊芸Ｓ・Ａ



仲田：沖縄自動車道のり面の植生 1９

表７オオアプラガヤ群落

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

１２

１

４

２
０
５
上
り
平
旧

下
り
２

車線名

のり面の段位

調査地点 Ｋｐ

9.2

Ｋｐ

２０７

盛
土のり面地形

◎

切
土
Ｓ
印
Ｗ

方 位
Ｓ

傾
面

斜
積

（。）

(ｍｘｍ）

５
０

ｍ
２
×
３
７
０
６

１

１
１
×
４
布
朋
９

０
５

群落高

植被率

出現種数

群落区分種

オオアブラガャ

随伴種

チガヤ

ススキ

メドハギ

ホシダ

ローズグラス

ヒデリコ

タチスズメノヒエ

ノボタン

イガクサ

オオシンジュガャ

カキバカンコノキ

ｊ
ｊ

ｍ
％

Ｉ
く

Ｅ工５５５５

１．２＋･２

＋＋

+･２、

＋．

＋･２．

● １．２

● ＋

● ＋

● ＋･２

● ＋

● ＋

調査年月日（１９８３年），ＥＮ２０５,９月９日；ＥＮ１４,８月25日

調査者，仲田栄二

注．ＥＮ２０５,宜野座lＣ



仲田：沖縄自動車道のり面の植生2０

表８ホラシノブーコシダ群落

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

１
’
２
３
０
下
り
１
Ｋ
且
ｐ
７

２
’
２
３
７
上
り
１
Ｋ
５
ｐ
７

３
’
１
８
０
下
り
１
恥
陥
１

車線名

のり面の段位

調査地点

のり面地形 切
士

Ｎ

８５ｏ
Ｅ

３４

３
×

1０

６５

１００

１１

ｏ

切
土
Ｓ
筋
Ｗ

◎

切
土
一
Ｎ
皿
加
Ｗ

方 位

傾
面

斜
積

（。）

(ｍｘｍ）

釦
３
×
６
開
妬
岨

０
０
５

妬
３
×
４
５
０
１

１

群落高

植被率

出現種数

ｊ
ｊ

ｍ
％

く
く

群落区分種

．シダ

ホラシノブ

ミズスギ

ノポタン

随伴種

ススキ

ホシダ

メドハギ

リュウキュウマツ

５
２
２
２

●
●
●
●

５
１
＋
１

５
２
２
２

尿
抱
神
止

屯
咽
十
十

Ｆ
、
１
△

Ｍ
Ｍ
Ｍ
＋

２。
・
＋
＋

＋

＋

1.2

●

●

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）２３０，ヒメムカシヨモギ

（＋）；コバナヒメハギ（＋）；ＥＮ２３７,アカメガシワ（＋），

イジュ（＋），ヒリュウシダ（1-.2）；ＥＮ１８０,タマシダ

（1.2），タイワンススキ（＋），イタチガヤ（＋），

カニクサ（十・２），アフリカタヌキマメ（＋），ホソバワダン

（＋），タイワンコモチシダ（＋），チガヤ（＋），

タチアワユキセンダングサ（＋），

調査年月日（１９８３年），ＥＮ２３０,９月１０日；ＥＮ２３７，

９月16日；ＥＮ１８０，９月７日

調査者，仲田栄二



仲田：沖縄自動車道のり面の植生 2１

表９タチスズメノヒエーオガサワラスズメノヒエ群落

通し番号 １２３

調査地番号

０

２
５
６
入
口
１
Ｂ
４
２ ０

２
５
７
入
口
１
Ｂ
４
１０

２
５
５
入
口
１
Ｂ
２
２

車線名

のり面の段位

調査地点

のり面地形

ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
１

切
土
Ｓ
妬
Ｅ
妬
３
×
４
０
９
１
上

１
１

切
土

Ｓ
２０ｏ
Ｅ

２０

３
×

３

１００

９０

１２

切
士

Ｓ
２５．
Ｅ

２５

３
×

３

１２０

８０

１２

位方

傾
面

斜
積

（。）

(ｍｘｍ）

群落高

植被率

出現種数

ｊ
ｊ

ｍ
％

く
く

群落区分種

タチスズメノヒエ

オガサワラスズメノヒエ

ギョウギツバ

随伴種

ススキ

カタバミ

ォヒシバ

イガクサ

ケンタッキーグラス

テリミノイヌホウズキ

コブナグサ

オオァブラガヤ

2．３

５．５

＋･２

２．４

２．３

１．２

３．４

４．５

＋･２

＋

＋
＋
＋
＋
・
・
・
・

十
十
・
・
冊
十
十
十

。
＋
刊
Ｍ
＋
＋
＋

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）２５５，ナピアグラス（＋），

ムラサキカッコウアザミ（＋），ハアスゲ（+･2），アキノノゲシ(+）

ＥＮ２５６,チガヤ（＋），ホウキギク（＋）；ＥＮ２５７,アキメヒシバ(＋），

タチアワユキセンダングサｅ･2），メヒシバ（＋）

調査年月日（１９８３年）ＥＮ２５５ＥＮ２５６,ＥＮ２５７,９月19日

調査者，仲田栄二

注ＥＮ２５５ＥＮ２５６，ＥＮ２５７,許田lＣ



2２ 仲田：沖縄自動車道のり面の植生

表１１タイワンクズ群落

典型亜群落（１，２）ギンネム亜群落（３，４）

通し番号 １２３４

調査地番号（ＥＮ－）

ｐ
３

１
８
９
上
り
１
Ｋ
蛆

ｐ
３

１
８
８
上
り
１
Ｋ
６
１

ｐ
７

１
４
１
上
り
１
Ｋ
旧

■

ｐ
７

１
４
０
上
り
１
Ｋ
旧

●

車線名

のり面の段位

調査地点

のり面地形

方位

切
土
Ｓ
印
Ｗ
妬
５
×
、
Ⅱ
Ⅱ
４

２
１

切
士
Ｓ
Ｆ
Ｗ
妬
５
×
ｍ
加
川
４

１
１

ｏ
（
Ⅲ
Ｕ
〈
Ⅲ
Ｕ

切
土
Ｓ
別
Ｅ
佃
３
×
６
Ｏ
０
Ｑ
Ｕ

１
１
１
上

。
（
Ⅲ
Ｕ
、
叩
ｖ

切
土
Ｓ
別
Ｅ
側
３
×
６
１
０
０
Ｊ

１
１
１
１

傾
面

斜
積

（。）

(ｍ×、）

群落高

植被率

出現種数

(cnl）

(％）

群落区分種

タイヮンクズ

ノアサガオ

亜群落区分種

ホシダ゛

ギンネム

随伴種

ススキ

タチアワユキセンダングサ

5．５

１．２

5.5４．５４．５

１．２＋･２＋･２

’２．３＋･２１● ●

’１．２１．２１● ●

●●●●

２．３２．３１．２２．３

１．２１．２２．３＋･２

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）１４１，カラムシ(＋)，リュウキュウバライチゴ

（＋）；ＥＮ１４０，チガヤ（十・２），タイワンカモノハシ（＋･2），ノポタン（＋），

調査年月日（１９８３年），ＥＮ１８９，ＥＮ１８８，９月８日；ＥＮ１４ＬＥＮ１４０，
９月６日

調査者，仲田栄二



仲田：沖縄自動車道のり面の植生 2３

表１２タチアワユキセンダングサ群落

ローズグラス亜群落（１～３）典型亜群落（４）ノアサガオ亜群落（５～11）

典型変群落（５～７）タイワンクズ変群落（８，９）ギンネム変群落（１０，１１）

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

１
’
１
５
９
下
り
１
Ｋ
肥
ｐ
１

２
’
１
５
８
下
り
１
Ｋ
ｕ
ｐ
９

●

３

４
’
１
４
６
上
り
１
町
Ⅲ
一
切
土
Ｓ
別
Ｅ
側
２
×
５
・
・
別
Ⅱ
５

．

１

７
’
１
６
７
上
り
１
町
Ⅲ
｜
切
士
Ｓ
ｍ
Ｅ
側
３
×
６
剛
、
祀
加
９

。

１

８
’
１
７
６
下
り
１
町
Ⅲ
一
切
土
Ｎ
別
Ｗ
伽
３
×
４
．
．
加
鮖
５

．

５
’
２
４
６
上
り

６

９
’
１
５
７
下
り
１
Ｋ
ｕ
ｐ
９

●

、
’
１
９
３
上
り

ｕ
’
１
６
０
下
り
１
Ｋ
焔
ｐ
１

●

ｐ
２

１
４
７
上
り
１
Ｋ
肥

●

ｐ
９

１
５
６
下
り
１
Ｋ
Ｍ

車線名

のり面の段位

調査地点 Ｋｐ

２．５

Ｋｐ

ｌ４６

切
士
平
畑

切
士

切
士

切
士のり面の地形

方位

切切
土土

切
土
平
旧

◎

切
土
Ｓ
別
Ｅ
弱
２
×
６
．
．
別
川
８

Ｎ ＮＮＮＮ

傾
面

斜
積 （｡）

(ｍ×、）

０
０

釦
２
×
４
・
・
８
⑱
７

妬
２
×
４
・
・
帥
加
加

１

2５

２
×

４

●

●

８０

１００

４

０
０

釦
２
×
２
。
・
８
０
６

１

０
０

弱
２
×
５
・
・
９
０
６

１

・
１
×
４
．
・
加
川
、

・
１
×
５
・
・
印
加
４

剣
１

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

師
形
師
％

く
く
く
く

草本第１層の高さ

植被率

草本第２層の高さ

植被率

出現種数

群落区分種

タチアワユキセンダングサ

亜群落区分種

ローズグラス

アキノノゲシ

ケンタッキーグラス

チガヤ

ノアサガオ

変群落区分種

タイワンクズ

オニタビラコ

ギンネム

随伴種

ススキ

５．５５．５５．５５．５５．５５．５５．５４．５５．５５．５５．５Ｈ２

計；
１．２

●

●

-卜。２１

ｲｰ･２！

刑
＋
・
一
十
・

十・２

●

●

＋･２

１．２

●
●
●
●
●

＋
＋
＋
一
・
。

・
・
・
一
例
州

。
＋
・
一
十
氾

一
十

。
。
・
一
十
・

一
１
０
６
０
０
０
０
Ｐ

・
・
・
一
十
氾
１

●
●

●

1.2

+･２！
￣￣－１

●｜

●０

'２．３

●

●

２
２
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ

●
●
●

●
●
●

「
０
０
０
０
０
０
０
，
－

・
一
十
十（叩ログｎ】

・
一
十
や

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

・
＋
。

２
２

ル
ー
・
・
・

２
２
２
２
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

・
＋
・
・
。

●
●
●
●
●

●

＋

●

１．２

●

●

●

十・２

●

●

・
・
＋
・
＋

・
＋
。
。
十

●

１．２

＋

●

●

●

１．１

＋

1.2

●

●

＋･２

●

●

●

。
。
＋
・
。

メドハギ

タマシダ

リュウキュウポタンヅル

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）１４７，アメリカネナシカズラ（Ｈ２，＋･2)，ホシダ(Ｈ２,＋･2)，
ＥＮ１４６,カラムシ（Ｈ２,＋）；ＥＮ２４６,オオアプラガヤ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１５６,パラグラス（Ｈ２,分；
ＥＮ１６７,シマグワ（Ｈ１，＋)，ソウシジュ(Ｈ１，＋),ホウロクイチゴ(Ｈ２，＋），オガルカヤ（Ｈ２，＋）；
ＥＮ１５７,ハイキビ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１９３,タチスズメノヒエ（Ｈ２，＋），コウライシバ（Ｈ２，＋），
ムラサキカタバミ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１６０,ホウキギク（Ｈ２，＋）
調査年月日（１９８３年），ＥＮ１４６，１４７，１５７，１５８，１５９，１６０，１５６，９月６日；
調査者，仲田栄二
注ＥＮ２４６と１９３は路肩（保護）



沖縄農業第20巻第１．２併号（１９８５年）2４

表１３ホシダーススキ群落

典型亜群落（１～３）タイワンクズ亜群落（４，５）

チガヤ亜群落（９～２１）典型変群落（９～１７）

ギンネム亜群落（６～８）

ホラシノプ変群落（１８～２１）

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

１
’
８
８

３
’
１
６
６
上
り

９
’
４
３

２
’
１
７

４５

６
’
２
１
２
下
り

７
’
１
７
０
下
り
１

８
’
９
０

1０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

２
０
０
上
り
訓

８
２

８
０

２
２

１
０
４
上
り
１

４

２
３
６
上
り
１

６２

３３

３

上上
りり

－１

Ａ

７２０６．３

切盛
土士

ｗ品。
Ｗ

２５２０

４４
×ｘ

ｌＯ８

．２５０

・５

●●

●●

８０１２０

９０８０

２０２１

７
３
下
り

７
５
下
り
１

０
２
上
り
１

４
４
上
り

５
２
下
り

JljiL7
下
り 上下

りり

下
り
１

上
り

下
り
趾

下
り
２

１５．３１５．７１５．８１６．２３．８

切切切切切
士士士士士

ＮＮＳ

ＮＳ１０．２５．５０゜
ＷＷＷ

３５４０３５４０４０

４３２３３
×××××

８６６６６

●●●●●

●●●●●

●●●●●

●●●●●

５０１００１６０１７０４５

５９５９０９０２０

６９３７５

１５．２１５．１１８．９１４７２２８

切切切切切
土士士士士

Ｎ；･平Ｈ･品。
Ｗ担ＷＥ

２５２５平担３５２５

４４３４３
×××××

８１０４１０８

２５０２３０。。・

３０１００。．。

●●●●●

●●●●●

1８０５０７５１３０１７０

１００５９０９５１００

６６１６１９９

型
一
切
土
Ｎ
ｍ
Ｗ
別
４
×
８
．
．
．
．
２
０
９

．
０
０

皿
一
盛
土
Ｎ
応
Ｗ
妬
３
×
６
・
・
配
９
７
１
１

◎

０
０
０
０
０

８２４．５

切盛
土士

麺
一
切
士

１６．６１８．１

切盛
土土

易｡Ｓ
Ｅ

３５３０

３３
××

６４

●●

●●

●●

●●

５０１１０

６０１００

１６１５

６
｜
切
士
Ｎ
帥
Ｅ
弧
４
×
、
伽
５
．
．
ｍ
ｍ
焔

。

’

易｡昂｡易。
ＥＥＥ

2５２０３５

４４４
×××

８８１０

。．３００

。．１０

●●●

●●●

1００１８０２００

９５１００１００

１１１２１３

５．５５．５４．４５．５５．５２．３５．５４．５３．４４．５５.５５．５５．５４．４４．５５．５４.４５．５２．３３．４４．４
－ハザー

１．２＋･２．・１．２．。。．＋･２＋･２１．２＋１．２１．２１．２＋･２＋･２＋１．２１．２

鯨~耐｜・・・・．．．．．．．．．．．．
Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１

。。’・３．４２．３１．．．。．．．．．．．．．
．。Ｉ＋１．２＋･２１．。．．。＋、．．．．．．

￣－－~----~－－Ｔ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-----------------------------‐
．・・・・Ｉ＋＋＋＋＋＋･２＋･２＋＋･２＋･２＋･２１．２＋･2１

．・・・・Ｉル2十・2十・２．１．２十・十・２１．２十・2や２２．３１．２１
．．．．．Ｉ．・・＋・・＋･２＋＋1．２１．２１．２１．２１

．．・・・｜・・＋＋･２＋＋･２＋･２．＋･２＋･２．＋･２．１
Ｌ＝＝＝＝＝＝＝－－＝－－－－－－－－＝ニーーーーーーーーーーーーーー＝＝＝＝＝－－－－－－－－－－－－－---＝ニーーーー９

０￣￣￣￣￣－－－－－－－－－－－－－－－

・・・・・・・・・・・・・・１２．３＋･２＋･２＋･2１

．．．．.。.。．．．。．．ｉ１．２３．４１－．２１.2１

・・・・・・．．．．．．．、鰹-5:且_土_土！

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●

翅
十
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●●

-卜・２＋･２

●●

＋。

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●
＋

●
●

●
●

●
●
●

●
●

●
＋
＋

●
●

●
●
●
●

●
●

●
●
＋
●
●
＋
●
●
●
●
●

●
＋

。
＋

●
●

●
●
●

。
＋

●

１．２

●

十・２

●

●

●

●

●

●

＋･２

２
●
。
●
●
●
●
●
●
●
＋
・

１

●

＋･２

＋･２

●

●

●

●

１－．２

●

●

●

●
●

●
●
＋

●
＋

●
●

●
＋

２
２

●
。
●
ｏ
●
●
●
●
●
＋
＋

＋
＋

３
２

。
●
・
＋
・
・
・
・
・
・
・

２
＋

●●

２．３－ﾄ･２

＋●

＋●

＋＋

●●

●●

●●

＋・

・＋

●●

・
屯
十
十
十
・
。
。
＋
・
＋

・
Ｉ

●
＋

●
●

●
●

●
●
●

●
●

１
２

。
●
・
・
缶
●
●
●
＋
＋
●

１

。
＋

●
●

●
●
・
十
。

●
●

・
・
＋
一
・
繩
・
趨
翔
＋
＋
・
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表１３ホシダーススキ群落（つづき）

通し番号

イヌピヮ

アキノノゲシ

シマグワ

ローズグラス

タマシダ

シマスズメノヒエ

ホウロクイチゴ

コゴメスゲ

カキバカンコノキ

シナダレスズメガヤ

ホソバワダン

オガサワラスズメノヒエ

ノアサガオ

アフリカタヌキマメ

ホウキギク

ヘクソカズラ

Ｏ
△
｜
・
●
＋
。
●
●
●
。
●
。
●
●
●
●
。
●

、
。
｜
●
●
●
・
●
●
＋
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ワ
ム

＋

１
｜
＋
。
。
・
・
。
。
・
・
・
・
・
・
・
・
。

几
笠
一
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
｜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
烟
十
・
・

＋

６
｜
●
●
。
。
●
＋
●
。
●
●
●
。
●
●
●
。

７
－
’
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

（
ｘ
）
｜
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

、
〃
△

＋

９
｜
・
・
・
・
・
β
・
・
・
・
＋
・
・
・
＋
・

ｎ
／
】

１０１１

＋・

＋・

＋。

●●

●●

●●

＋・

＋＋･２

●●

●●

●●

●●

●●

●●

＋・

＋●

旧
一
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・

へ
『
Ｕ

、
〃
』

焔
一
十
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

旧
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
。
。
。

旧
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

Ｍ
｜
・
・
・
＋
・
。
。
・
・
・
・
十
・
。
。
。

旧
一
・
・
・
・
・
。
。
・
＋
＋
・
。
。
・
・
＋

Ⅳ
｜
＋
＋
・
＋
・
。
。
・
＋
・
・
・
・
・
・
。

旧
一
・
。
。
・
＋
・
・
・
・
。
。
・
・
。
。
。

別
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
坦
・
・
・
・

、
〃
白

十

Ⅲ
｜
・
。
。
・
・
・
・
・
＋
＋
・
。
。
十
・
。

３
３
３

３
３

３

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

Ｈ

フタバムグラ

タチスズメノヒエ

ギ一マ

タカサゴサギソウ

●
●
●
●

ｑ
Ｕ
、
。
句
。
Ｑ
ｕ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

十
・
●
●

十
・
＋
・

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

。
。
・
＋

●

1.2

●

●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

・
・
・
十

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●

●

＋

●

●
＋
。

●

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ－）８８，ヨシススキ（Ｈ２，＋）；ＥＮ７１，シラタマカズラ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１６６，ツノクサネム

（Ｈ２，２．３），ハイクサネム（Ｈ２，＋･2)，オオアブラガヤ（Ｈ２，＋），クマツズラ（Ｈ２，＋）；ＥＮ４３，シロツメクサ（Ｈ２，＋･2)，

ギヨウギシバ（Ｈ２，＋･2)，ブツソウゲ（Ｈ２，＋･2)，ハイビスカス（Ｈ２，＋･2)，アキノキリンソウ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１５２，リュウ

キュウポタンズル（Ｈ２，＋･2)，ケンタッキーグラス（Ｈ２，２．３），ベニバナポロギク（Ｈ２，＋），ヤンバルセンニンソウ（Ｈ２，＋），

コブナグサ（Ｈ２，＋），タイワンススキ（Ｈ２，＋･2）；ＥＮ１０２，ソウシジュ（Ｈ２，＋）；ＥＮ２００，ホウライチク（Ｓ，＋），ＥＮ

１０４，テリハノブドウ（Ｈ２，＋）；ＥＮ１４４，オオムラサキシキブ（Ｈ２，＋），オオシンジュガヤ（Ｈ２，＋）；ＥＮ６３，コニシキソ

ウ（Ｈ２，＋･2)，メリケンカルカヤ（Ｈ２，１．２），ワラビ（Ｈ２，＋･2)，ヒメムカシヨモギ（Ｈ２，＋），イガクサ（Ｈ２，＋），

クグ（Ｈ２，＋）；ＥＮ２３３，シンジュガヤ（Ｈ２，＋）

調査年月日（１９８３年），ＥＮ４，８月２５日；ＥＮ４３，８月２７日；ＥＮ６３，８月３０日；ＥＮ８８，８２，８０，８月３１日；ＥＮ１０２，

１０４，９月３日；ＥＮ１４４，１５２，９月６日；ＥＮ１７５，１７３，１７１，１７０，１６６，９月７日；ＥＮ２１２，２００，９月９日；ＥＮ２２１，

９月１０日;；ＥＮ９０，９月１４日；ＥＮ２３６，２３３，９月１６日

調査者，仲田栄二

注，ＥＮ８８は石川Ｉ.Ｃ；ＥＮ６３は伊芸Ｓ・Ａ



仲田：沖縄自動車道のり面の植生2６

表１４ギンネム群落

ノアサガオ亜群落（１，２，３）ススキ亜群落（４～１１）

タチアワユキセンダングサ変群落（４，５）典型変群落（６，７）
ローズグラス変群落（８～１１）

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

１
’
１
８
２
上
り
１
阻
川
一
切
士
Ｓ
肝
Ｅ
妬
５
×
６
３
Ⅲ
Ｍ
５
４

２
’
１
８
１
上
り
２
〃
剛
一
切
土
Ｓ
旧
Ｅ
弱
４
×
６
鍋
Ⅲ
Ⅲ
５
４

。

３
’
１
８
３
上
り
１
肛
川
一
切
士
Ｓ
ｍ
Ｅ
妬
４
×
６
粥
Ⅲ
朋
岨
５

◎

７
’
１
６
４
上
り
２
〃
剛
一
切
土
Ｓ
別
Ｅ
妬
４
×
、
期
Ⅲ
Ⅲ
５
８

．

８
’
７
３

４
’
１
０
７
上
り
１
〃
伽
一
切
土
Ｓ
ｍ
Ｅ
釦
蛆
×
６
２
妬
Ｍ
ｍ
７

ｏ

５
’
１
６

６
’
６
０

９
’
１
２
７
下
り
引
卿
朋
一
盛
土
Ｓ
別
Ｗ
妬
３
×
６
３
肌
Ｍ
ｍ
８

Ｏ

皿
－
４
５

、
’
５
９

車線名 下
り

２

ＫＰ

２０７

盛
土

Ｓ
l０ｏ

Ｅ

３０

３
×

１０

２．５

９５

０．６

４０

１５

上
り
１
肛
川
一
切
土
Ｓ
別
Ｅ
妬
４
×
８
４
妬
Ｍ
ｍ
６

ｏ

下
り

－１

ＫＰ

22.6

盛
土

Ｓ

３０．

Ｅ

２０

５
×

１５

3.5

100

0.08

５

６

下
り
引
師
川
一
盛
土
Ｓ
別
Ｅ
妬
４
×
、
妬
妬
Ｍ
ｍ
ｍ

ｏ

下
り
引
卿
川
一
盛
土
Ｓ
釦
Ｅ
閲
４
×
８
朋
妬
川
加
皿

。

のり面の段位

調査地点

のり面地形

方位

斜（｡）

積（ｍｘｍ）

傾
面

低木層の高さ（、）

植被率（％）

草本層の高さ（、）

植被率（％）

出現種数

群落区分種

ギンネム ５．５５．５５．５５．５５．５５．５５.５５．５５．５５．５５．５

+･２＋･２１．２＋･２＋･２＋･２＋･２＋･２１．２＋･２＋･２

Ｓ
Ｈ

亜群落区分種

ノアサガオ
0------￣---'-----句

１１．２１．２－卜．２１゜．．．。．．．

|+･２＋･２＋１．．．．。．．．
Ｌ￣￣￣￣￣－－￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣-丁－－－－－￣￣･■ロー￣￣￣￣●ロローー￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■､￣ql■､ﾛ■----￣￣￣---Ⅲ■･￣￣￣￣￣￣

：：：'1:!；:！]:１，雪!:]牛l:il,:`Ｉ
．．．｛．＋＋＋･２＋･２＋･２＋･２１．２１

Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｈ

ススキ

ホンダ.

変群落区分種

タチアワユキセンダングサ

ホウロクイチゴ

カニクサ

ローズグラス

随伴種

チガヤ

ヘクソカズラ

ギネアキビ

アカギ

Ｉ■■■￣￣･■￣￣■､￣－－０

。’＋＋１．

．｜＋･２＋１．５－－－－－－－１
● ● ● ●

● ● ● ●

＋＋・。

● ● ● ●

● ● ● ●

＋１．１● ●

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

「
０
０
０
０
０
０
０
０
０
．

・
・
一
十
十
一

一

・
・
一
十
十
一

』

（叩”】一
一

・・一十や一
一
（
叩
〃
（
｝

一
●

・
・
一
十
・
ｌ

Ｆ
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
』

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｓ

９

ｓ
’

十
・
＋
・

●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

。
＋
｜
・
。

・
＋
。
。

●

出現１回の種，調査地番号（ＥＮ）１０７，ブッソウゲ（Ｓ，１．１）；ＥＮ１６，トキワギョリュウ
（Ｓ，＋），メドハギ（Ｈ，＋），オオアブラガヤ（Ｈ，＋･2ルクロバナツルアズキ（Ｈ,＋･2），
オガサワラスズメノヒエ（Ｈ，＋），シナダレスズメガヤ（Ｈ，＋）；ＥＮ６０，タブ（Ｓ，＋）；
ＥＮ１６４，リュウキュウポタンズル（Ｈ，＋）；ＥＮ７３，コバノセンナ（Ｓ，。）；ＥＮ１２７，
アカメガシワ（Ｓ，＋），コシダ（Ｈ,＋），ＥＮ４５，カキバカンコノキ（Ｈ,＋），ハイキビ（Ｈ,＋）；
ＥＮ５９，ノボタン（Ｓ，＋），イヌビワ（Ｓ，＋），キキョウラン（Ｈ,＋），ソウシジュ（Ｓ，＋）
調査年月日（１９８３年)，ＥＮ１６，８月２５日;；ＥＮ４５，８月２７日；ＥＮ７３，６０，５９，８月３０日；
ＥＮ１０７，９月３日；ＥＮ１２７，９月５日；ＥＮ１６４，９月７日；ＥＮ１８３，１８２，１８１，９月８日
調査者，仲田栄二
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表１６．ノポタンーリュウキュウマツ群落

アメリカスズメノヒエ亜群落（１～３）典型亜群落（４～６）

典型変群落（７～１４）アキノキリンソウ変群落（１５～２１）

コバノヒメハギ亜群落（７～２１）

通し番号

調査地番号（ＥＮ－）

２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

１１２２１２２２２２８２２１８２１７１５３
１
下
り

０
３
上
り

２１１４７０

０５８３

上上下上下下上
りりりりりりり

１１２２１１一l

ＫＰＫＰＫＰＢＫＰＫＰＫＰ

８．５１８．４２４．０４６０１７．７２３１２２．５

切切切切切切盛
土土士土土土土

ＳＳＮＳＮＮＮ
３０．２０゜５０．４５．２０．６０．３０．
ＥＷＷＷＷＷＷ

３５２５３０２８２２３８２０

４４４４１５４４
×××ＸＸ××

１５１５１５１０５１５１５

３．１１．８３．５４３．２３．５４

５０７０６０８５７０９０８０

０．７０．８０．７５０．９０.６０．９０．８

７６０７０８０９０４０６０

２２１７１９２０２２２２２３

３

２
５
上
り
１
匹
、
｜
切
士

３
９
上
り

９０

２

上上
りり

２－２

ＡＫＰ

34011.5

切盛
土土

ＳＮ

２０．４０゜
ＥＷ

３０３０

４５
×Ｘ

１５１５

４３．５

７０７０

０．８５１２

８０９５

２０２１
９
８
上
り

９
７
上
り

３
６
下
り
１
師
唖
一
切
土

０
４
上
り

９
上
り

６
下
り

５
下
り
１
唖
鋼
一
切
土
Ｓ
〃
Ｗ
側
４
×
８
出
和
服
帥
凹

下
り
１
ｍ
“
｜
切
土
Ｎ
⑩
Ｅ
加
４
×
旧
溺
卯
、
帥
沁

。

車線名

のり面の段位

調査地点

彫
４
｜
切
土
Ｓ
弱
Ｗ
妬
４
ｘ
ｍ
２
帥
頤
弱
ｎ

ｏ

、
Ⅱ
｜
切
土
Ｎ
卯
Ｗ
釦
４
×
脂
３
帥
叩
卯
ｎ

ｏ

唖
姐
一
切
土
Ｓ
妬
Ｅ
側
５
×
旧
２
ｍ
ｍ
妬
Ⅳ

◎

膝
９
｜
切
土

、
、
｜
切
土
Ｓ
旧
Ｅ
弱
５
ｘ
３
２
印
山
別
Ⅲ

。

駝
唖
一
切
土
Ｓ
ｍ
Ｅ
鍋
３
×
旧
３
印
唖
卯
Ⅳ

◎

匪
叩
一
切
土

匹
岬
｜
切
土
Ｓ
〃
Ｅ
弱
５
ｘ
旧
顕
釦
町
刀
皿

のり面地形

方位
ＳＮＳ Ｅ

傾斜（。）

面積（ｍｘｍ）

妬
４
×
脂
３
㈹
１
帥
Ⅳ

卯
４
×
、
埴
釦
“
卯
肥

４０

３
×

１５

２．７

４０

０．６

９０

１０

弱
４
×
Ⅲ
３
釦
叩
妬
旧

低木層の高さ（、）

植被率（％）

草本層の高さ（、）

植被率（％）

出現種数

群落区分種

リュウキュウマツ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｈ

、●Ｚ］Pu●エ

ホラシノプ

ノポタン

ミズスギ

コシダ・

イジュ

＋＋＋＋･２＋＋・＋・＋＋＋･２＋･２．＋･２＋＋･２＋･２＋･２＋＋･２

３．３３．３２．２３．３３．３４.４５．５３．３４．４４．４３.３４．４４．４３．３４．４４．４５.５４．４４．４４．５５．５

・＋＋＋･２＋･２＋･２１．２１．２１．２＋･２２．３１．２１．２１．２・１．２＋１．２１．２＋･２＋･２

．。。。・＋＋･２．・＋｡．1.2゜＋･２１．２．１．２１．１゜１．２

・＋＋･２＋･２゜＋･２＋･２＋１．２３．４＋･２＋･２＋･２＋･２＋･２＋･２＋･２１．２＋･２＋･２＋･２

１．２＋＋･２＋･２＋･２＋＋･２＋･２１．２１．２＋十・２＋･２＋･２＋･２＋＋十・２＋＋１．２

．．・５．５５．５＋３．４４．５４．４１．２＋･２２．３１．２３．４．＋･２１．２．＋･２＋＋

。。・１．１＋・＋・．。＋・＋･２＋＋･２＋・・＋＋･２１．２

｡＋･２＋・．。・十・＋．．．。・＋・＋。。＋･２
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表16．ノポタンーリュウキュウマツ群落（つづき）

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

＋・・・・。。。。。．・・。。。。。。｡ ●

．＋･２．。・２．３．２．３．。＋･２・２．２。．・・１．２● ● ●

＋＋・．。．。．．．．｡．１．２．．。．．．●

。＋･２．。＋・。。・＋。。＋＋● ● ● ● ● ● ●

・＋．。＋・＋･２・＋＋・．．● ● ● ● ● ● ● ●

＋．・・・１．２．＋･２．・＋・＋。。● ● ● ● ● ● ●

十＋・・＋．．＋‐・＋。｡。．＋・．。● ● ●

＋。．．。・１．２．。．。● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋十・。。・＋＋＋・・。。。。．。。。．＋

＋。。・・。。。．。。・・＋・。。。．・＋

．。。。。。。．．＋＋･２｡．．．＋・．．．。

●・・。。。。。。。。・・・・＋・＋＋・・

＋。。・・・＋・＋十・＋・。。。．。。● ●

＋＋－･･・・。。。。。。＋・。。。。＋＋●

＋。。・・。＋● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

．＋･２。．。。｡．．。・＋＋・。｡● ● ● ● ●

＋。。・・。。＋・・・。。・・＋・。。・・

．＋･２・＋・・１．１．。。．．．.● ● ● ● ● ● ●

＋・十．＋･２● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋＋・＋・・・● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋・＋＋● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

十．．．。。．＋＋＋･２● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋・・。。・・・・。。＋・・・・・＋・● ●

．＋･２。．＋・．｡。．．。。。．。．。．．●

＋。。・・・＋・・・・．。。。。。● ● ● ●

・１．１＋・● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋。。● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

。＋･２｡．。．。。．。。．。。・・３．４．。・・

＋。●。。。。・・・＋。。。。・＋。。。●

＋。。。。。。・・・＋。。･・。。。。・・

＋●。･･。。。●＋・・・・・・・・・・・

＋＋・。。・・。。● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋。。。。・・＋・● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＋●。。．・・。。・＋。。･・。。。。・・

＋．。．．．．＋･２．● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

。＋･２．。。。．．＋・．．．．．．● ● ● ● ●

Ｈ

タマシダＨ

メリケンカルカヤＨ

タチアワユキセンダングサＨ

ギーマ Ｈ

ラプグラス
（ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ）且Ｈ
ヤマモモＳＨ

アメリカハマグルマＨ

アキノノゲシＨ

ヒデリコ Ｈ

ヒメムカシヨモギＨ

ハイイヌメリＨ

オオアレチノギクＨ

ツポクサＨ

アカギｓ

コモゥセンゴヶＨ

イガクサＨ

ルビーガヤＨ

シラタマカズラＨ

フタバムグラＨ

ツワブキＨ

イヌビヮＨ

オニタピラコＨ

アフリカタヌキマメＨ

ワラビＨ

トキワギョリュウｓ

Ｈ

タイワンススキＨ

キキヨウランＨ

ホウキギクＨ

ホウロクイチゴＨ

ローズグラスＨ

トベラＨ

オカルカヤＨ

コゴメスゲＨ

ノアサガオＨ

出現１回の種．調査地番号;（ＥＮ－）７７．グラウカモクマオウ（Ｓ,２．２；Ｈ，＋･2）：ＥＮ２２５，アカメガシヮ（Ｈ，＋）；ＥＮｌｌ５，

クロガヤ（Ｈ，＋），エダウチホングウシダ（Ｈ，＋）；ＥＮ１０３，ヒメユズリハ（Ｈ，＋），ギンネム（Ｈ，＋･2）；ＥＮ８１，ヤリテ

ンッキ（Ｈ，＋），ＥＮ８９，スズメノコピエ（Ｈ，＋）；ＥＮ５３，ヒョウタンカズラ（Ｈ，＋），カキバカンコノキ（Ｈ，＋），ヘク

ソカズラ（Ｈ，＋･2），オガサワラスズメノヒエ（Ｈ，＋）；ＥＮ，ホザキバーベナ（Ｈ，＋･2），ウスベニニガナ（Ｈ，＋）；ＥＮ２３９，

アカミズキ（Ｈ，＋）；ＥＮ２０２，イヌザンショウ（ｓ，＋）；ＥＮ２１９，コバンモチ（Ｈ，＋），サツマサンキライ（Ｈ，＋）

調査年月日（１９８３年），ＥＮＩ，８月２５日；ＥＮ５３，８月３０日；ＥＮ７７，ＥＮ８１，ＥＮ８９，８月３１日；ＥＮ１０３，ＥＮ１１５，

９月３日；ＥＮ１３１，ＮＥ１３６，９月５日；ＥＮ１９７，９月８日；ＥＮ１９８，ＥＮ２０２，ＥＮ２０３，ＥＮ２０４，ＥＮ２１５ＥＮ２１６，

９月９日；ＥＮ２１９，ＥＮ２２ｑＥＮ２２５，９月１０日；ＥＮ２３９，９月１６日；ＥＮ２４８，９月１９日

調査者，仲田栄二
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ＢＡ Ｃ ，

過去 現在 近い将来

一次植生 二次植生

アメリカハマグルマ群落②
｜
①ロ
ー
ズ
グ
ラ
ス
群
落
テ
ィ
フ
ト
ン
シ
バ
群
落
ギ
ネ
ア
キ
ビ
群
落
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ
群
落

ウ
ィ
ー
ピ
ン
グ
ラ
ブ
グ
ラ
ス
群
落
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
グ
ラ
ス
群
落
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
群
落

ホシダーススキ群落
タチスズメノヒエーオガサワラスズメノヒエ群落

①

①
｜
②
｜
②
｜
①
⑦
｜
②

タチアワユキセンダングサ群落タチアワユキセンダングサ群落
②

オオアブラガヤ群落
① ホシダーススキ群落

ホラシノブーコシダ群落
①

ギンネム群落 ギンネム群落
②

②

タイワンクズ群落

ﾎｼﾀﾞｰｽｽｷ群落｜②

① 常緑広葉樹林（イジュ,ｅｔｃ）アカメガシワ群落
①①

①｜ノボタンーリュキウマツ群落ノボタンーリュキウマツ群落

ノポタンーリュウ

キュウマツ群落 ①①①①①

①
チガヤ群落チガヤ群落 前ﾎｼﾀﾞｰｽｽｷ群落ホシダーススキ群落ホシダーススキ群落

①

コウライシバーチガヤ群尊 チガヤ群落ﾁｶﾞﾔ群落后① ①③

図３．沖縄自動車道のり面における植物群落の推定遷移系列

注１：①進行遷移②偏行遷移③退行遷移ＣからＤへの遷移は管理の停止が前提

注２:Ａ・短茎草本期Ｂ・高茎草本期Ｃ・高茎草本および低木林期Ｄ・低木および亜高木林期

￣

②

パラグラス群落パラグラス群落

タイワンクズ群落


